
　附   属   明   細   書　（障害者職業能力開発勘定）

令和２事業年度

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
自　　令和　２年　４月 　１日

至　　令和　３年　３月 ３１日



（単位：円）

当期償却額 当期減損額

有形固定資産 工具器具備品 42,263,265 12,045,998 516,285 53,792,978 31,796,405 5,342,409 0 0 21,996,573

(減価償却費) 計 42,263,265 12,045,998 516,285 53,792,978 31,796,405 5,342,409 0 0 21,996,573

有形固定資産 工具器具備品 6,176,866 0 0 6,176,866 6,099,324 30,048 0 0 77,542

(減価償却相当額) 計 6,176,866 0 0 6,176,866 6,099,324 30,048 0 0 77,542

有形固定資産 工具器具備品 48,440,131 12,045,998 516,285 59,969,844 37,895,729 5,372,457 0 0 22,074,115

合計 計 48,440,131 12,045,998 516,285 59,969,844 37,895,729 5,372,457 0 0 22,074,115

無形固定資産 電話加入権 11 0 0 11 0 0 0 0 11

計 11 0 0 11 0 0 0 0 11

投資その他の資産 退職給付引当金見返 384,183,188 48,856,384 76,153,248 356,886,324 0 0 0 0 356,886,324

計 384,183,188 48,856,384 76,153,248 356,886,324 0 0 0 0 356,886,324

（注）工具器具備品の当期増加額 12,045,998円は、職業訓練用機器等の取得によるものである。

資産の種類 期 首 残 高

１．固定資産の取得、処分、減価償却費（｢第87 特定の資産に係る費用相当額の

会計処理｣及び「第91 資産除去債務に係る特定の除去費用等の会計処理」
による減価償却相当額も含む。）及び減損損失累計額の明細

摘　要当期増加額 差引当期末残高
減損損失累計額

当期減少額 期 末 残 高
減価償却累計額



（単位：円）

賞与引当金

計 38,133,998 37,292,565 36,737,536 1,396,462 37,292,565

「当期減少額（その他）」は、支給見込額と実支
給額の差額である。

２．引当金の明細

区     分 期 首 残 高 当 期 増 加 額
当 期 減 少 額

期 末 残 高 摘   要
目 的 使 用 その他

38,133,998 37,292,565 36,737,536 1,396,462 37,292,565



（単位：円）

　破産更生債権等 0 0 0 0

計 26,649 81 26,730 0

0

0 0

0 0

※算定方法につい
ては、注記を参照

0 00

0 0 0 0　貸倒懸念債権 0

期 首 残 高 当期増減額 期 末 残 高

未収金 26,649 81 26,730 0 0 0

　一般債権 26,649 81 26,730

３．貸付金等に対する貸倒引当金の明細

区     分
貸 付 金 等 の 残 高 貸 倒 引 当 金 の 残 高

摘   要
期 首 残 高 当期増減額 期 末 残 高



（単位：円）

①退職給付債務合計額

退職一時金に係る債務

企業年金基金等に係る債務

③年金資産

退職給付引当金（①＋②△③） 384,183,188 18,191,561 45,488,425 356,886,324

504,629,617 23,930,876 379,043,182 149,517,311

②未認識過去勤務費用及び未認識数理計算上の差異 △ 98,835,201 △ 96,042,012 △ 15,775,524 △ 179,101,689

600,200,241 29,694,058 387,971,555 241,922,744

987,648,006 138,164,449 440,307,131 685,505,324

387,447,765 108,470,391 52,335,576 443,582,580

４．退職給付引当金の明細

区     分 期首残高 当期増加額 当期減少額 期 末 残 高 摘   要



（１）運営費交付金債務の増減の明細 （単位：円）

（２）運営費交付金債務の当期振替額の明細

①　運営費交付金収益への振替額及び主な使途の明細 （単位：円）

②　資産見返運営費交付金及び資本剰余金への振替額並びに主な使途の明細 （単位：円）

５．運営費交付金債務及び当期振替額等の明細

期 首 残 高 交付金当期交付額
当 期 振 替 額

引当金見返との相殺額 期 末 残 高
運営費交付金収益 資産見返運営費交付金 資本剰余金

区　　　分 運営費交付金収益
運 営 費 交 付 金 の 主 な 使 途

費　　　用 主　な　使　途

小   計

56,000 867,964,000 746,651,545 12,045,998 0 758,697,543

業務達成基準による振替額 563,362,599 512,650,742
人件費 　　　　　　　　　　 　             348,216,223円
障害者職業能力開発校運営費   　            164,434,519円

99,387,457 9,935,000

期間進行基準による振替額 183,288,946 171,874,028
人件費 　　　　　　　　　   　　            24,325,674円
謝金　　　　　　　　　　　　　　            29,789,660円
その他一般管理費 　　　　　　　            117,758,694円

費用進行基準による振替額 0 0

セグメント
資産見返運営費交付金への振替 資本剰余金への振替

振　替　額 主　な　使　途 振　替　額 主　な　使　途

合　　　計 746,651,545 684,524,770

障害者職業能力開発事業 12,045,998 工具器具備品　 　　　　　   12,045,998円 0

合　　　計 12,045,998 0



（３）引当金見返との相殺額の明細 （単位：円）

（４）運営費交付金債務残高の明細 （単位：円）

セグメント
引当金見返との相殺

相殺額 主な相殺額の内訳

運営費交付金債務残高 使　用　見　込　み

業務達成基準を採用した業務に係る分 0 ○翌事業年度への繰越額はない。

期間進行基準を採用した業務に係る分 0 ○翌事業年度への繰越額はない。

障害者職業能力開発事業 99,387,457
賞与引当金見返　　　　　36,737,536円
退職給付引当金見返　　  62,649,921円

合　　　計 99,387,457

計 9,935,000

費用進行基準を採用した業務に係る分 0 ○費用進行基準を採用した業務はない。

配分留保額 9,935,000

法人運営上、以下の事態等へ対応するため留保している額：9,935,000円
　
　〇重要度が高く、緊急に対応を求められる業務等の実施
　〇天災地変等による施設の修繕等
　〇予定外の退職者の発生に対応



( 単位 ：千円、人 ）

( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( )

(　)は非常勤

（注１）役員に対する報酬等の基準並びに職員に対する給与及び退職手当の支給基準は、役員給与規程（平成１５年

　 規程第４号）、職員給与規程（平成２５年規程第７号）、役員退職手当規程（平成１５年規程第５号）及び

職員退職手当規程（平成２５年規程第６号）に基づいている。

（注２）支給人員数は、共通経費の配賦を行ったことにより、実際の支給人員数と異なるため記載をしていない。

（注３）役員欄の上段の支給額は非常勤監事で、外数である。

（注４）上記明細のほかに、パートナー職員に係る給与等として、124,207千円の支給があり、損益計算書において、

その他の一般管理費及びその他の業務費の内訳費目（謝金）として整理している。

（注５）損益計算書において、退職給付費用として業務費に41,707千円及び一般管理費に2,573千円を計上している。

（注６）単位未満は、切捨てにより表示している。

合       計
37 － － －

372,504 － 0 －

－ －

職       員
－ － － －

371,584 － 0 －

６．役員及び職員の給与の明細

区       分
報  酬  又  は  給  与 退   職   手   当

支   給   額 支 給 人 員 支   給   額 支 給 人 員

役       員
37 － － －

919 －



７．開示すべきセグメント情報

　障害者職業能力開発勘定は、単一セグメントであり、障害者職業能力開発事業のみを実施していることから、当該勘定別附属明細書におけるセグメント情報
の記載を省略しております。
　なお、障害者職業能力開発事業セグメントの財務情報については、法人単位附属明細書の「１６.開示すべきセグメント情報」に記載しております。



８．特定関連会社、関連会社及び関連公益法人等（「第１０６　関連公益法人等の範囲」

①　労働関係法人企業年金基金

　（１）　特定関連会社、関連会社及び関連公益法人等の概要

法人の名称 業務の概要 当法人との関係
役員の氏名

（当法人での最終職名）

て給付を行い、もって加入者及びその遺族の生活の つとして当機構が含まれ 田畑　一雄 （理事長代理）

において定める関連公益法人等をいう。以下同じ。）の情報

安定をはかることを目的とする。 る。 永野　朝子 （千葉支部長）

　確定給付企業年金法（平成13年6月15日法律第50 　当基金は、平成２９年に 松見　和彦

号）に基づき、加入者の老齢、死亡又は脱退につい 設立され、実施事業所の一 星　　直幸

堀之内　治史　※ （熊本職業能力開発促進センター

　荒尾訓練センター）

若林　革　　　※ （千葉職業能力開発短期大学校）

山本　英治　　※ （京都職業能力開発促進センター）

内山　元　　　※ （東北職業能力開発大学校）

労働関係法人

企業年金基金

（注）※印を付した者は、確定給付企業年金法に基づき、基金加入員において互選した代議員から互選された者である。



　　　　特定関連会社、関連会社及び関連公益法人等と独立行政法人の取引の関連図

独立行政法人

高齢・障害・求職者雇用支援機構

掛金（事業主負担分）

労働関係法人

企業年金基金
　　　　当基金加入員（厚生年金に加入する一定

　　　　条件を満たすすべての当機構職員）の老

　　　　齢、死亡又は脱退について給付を実施

　（２）　特定関連会社、関連会社及び関連公益法人等の財務状況

（単位：円）

関連公益法人等名 資　　産 負　　債 正味財産の額 当期収入合計額 当期支出合計額 当期収支差額

△ 335,493,534

（注）上記金額は、平成３１年４月１日から令和２年３月３１日までの期間の金額である。

労働関係法人
企業年金基金

14,629,201,387 16,321,594,235 △ 1,692,392,848 972,045,651 1,307,539,185



　（３）　特定関連会社、関連会社及び関連公益法人等の基本財産等の状況

（単位：円）

関連公益法人等名 基本財産に対する出えん、拠出、寄附等 当事業年度において負担した会費、負担金

労働関係法人企業年金基金 ― 768,365,400

関連公益法人等名
債権の明細内容 債務の明細内容

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

（注１）上記金額は、令和２年４月１日から令和３年３月３１日までの期間の金額である。

（注２）当事業年度において負担した会費、負担金については、全額掛金の事業主負担分であり、法人全体の金額である。

　（４）　特定関連会社、関連会社及び関連公益法人等との取引状況

特定関連会社、関連会社及び関連公益法人等に対する債権債務の明細

（単位：円）

特定関連会社及び関連会社の総売上高並びに関連公益法人等の事業収入の金額とこれらのうち当法人の発注等に係る金額及びその割合

（単位：円）

関連公益法人等名 事業収入の金額 当法人の発注等にかかる金額 割合

労働関係法人企業年金基金 ― ― 未払金 63,890,500

（注）上記金額は、令和３年３月３１日現在の金額であり、法人全体の金額である。

労働関係法人企業年金基金 972,045,651 0 ―

（注）上記金額は、平成３１年４月１日から令和２年３月３１日までの期間の金額である。



②　雇用支援機構健康保険組合

　（１）　特定関連会社、関連会社及び関連公益法人等の概要

法人の名称 業務の概要 当法人との関係
役員の氏名

（当法人での最終職名）

は、昭和５２年から加入し 河田　惠一　　※ （経理部次長）

ている。 藤盛　康雅　　※ （茨城支部）

　健康保険法に基づき、被保険者及び被扶養者に対し 　当組合は、昭和３６年に 田畑　一雄　　※ （理事長代理）

て保険給付や保健事業等を実施している。 設立され、当機構において 原口　剛　　　※ （総務部長）

松原　和範　　※ （福岡職業能力開発促進センター）

横山　真樹　　※ （北海道職業能力開発大学校）

赤松　伸一　　※ （島根職業能力開発短期大学校）

小笠原　雅彦　※ （愛媛職業能力開発促進センター）

雇用支援機構

健康保険組合

（注）※印を付した者は、健康保険法に基づき、被保険者である組合員の互選した組合会議員から互選された者である。



　　　　特定関連会社、関連会社及び関連公益法人等と独立行政法人の取引の関連図

独立行政法人

高齢・障害・求職者雇用支援機構

健康保険料（事業主負担分）

雇用支援機構

健康保険組合
　　　　当機構職員等に対し、保険給付及び

　　　　保健事業等を実施

　（２）　特定関連会社、関連会社及び関連公益法人等の財務状況

（単位：円）

関連公益法人等名 資　　産 負　　債 正味財産の額 当期収入合計額 当期支出合計額 当期収支差額

50,599,633

（注）上記金額は、平成３１年４月１日から令和２年３月３１日までの期間の金額である。

雇用支援機構
健康保険組合

2,007,213,432 176,330,037 1,830,883,395 3,949,269,394 3,898,669,761



（注１）上記金額は、令和２年４月１日から令和３年３月３１日までの期間の金額である。

（注２）当事業年度において負担した会費、負担金については、全額保険料の事業主負担分であり、法人全体の金額である。

　（４）　特定関連会社、関連会社及び関連公益法人等との取引状況

特定関連会社、関連会社及び関連公益法人等に対する債権債務の明細

（単位：円）

　（３）　特定関連会社、関連会社及び関連公益法人等の基本財産等の状況

（単位：円）

関連公益法人等名 基本財産に対する出えん、拠出、寄附等 当事業年度において負担した会費、負担金

雇用支援機構健康保険組合 ― 1,818,905,560

雇用支援機構健康保険組合 ― ― 未払金 124,870,327

（注）上記金額は、令和３年３月３１日現在の金額であり、法人全体の金額である。

関連公益法人等名
債権の明細内容 債務の明細内容

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

雇用支援機構健康保険組合 3,949,269,394 0 ―

（注）上記金額は、平成３１年４月１日から令和２年３月３１日までの期間の金額である。

特定関連会社及び関連会社の総売上高並びに関連公益法人等の事業収入の金額とこれらのうち当法人の発注等に係る金額及びその割合

（単位：円）

関連公益法人等名 事業収入の金額 当法人の発注等にかかる金額 割合
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